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P − 488　　血清 レ プチ ン と 骨代謝 マ
ーカ ー

お よ び

骨密度と の 関連性 に つ い て の検討

P − 489　　 エ ス トロ ゲ ン補充療法に よ る LDL 小

粒子化の機序につ いて
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［目的］閉経婦人 に お い て g レ プ チ ン と骨景 維持 と

の 1剣連が示唆され て い る が ，そ の 機序 は 明 ら か で

は な い 。そ こ で レ ブ チ ン と 骨 量 が ど の よ う に 関与

して い る か を明 らか に す る た め，有経 お よ び閉経

婦人 を対象 に レ プ チ ン と骨 密 度，骨 代 謝 マ
ー

カ
ー一

を測定 した 。 ［方法．1有経婦人 26名，閉経婦 人 15名

を対象と した ，、全身型 DXA 法 で 全身骨密 度 と 体脂

肪率を測定 し た 。 さ ら に 1噺青レ プ チ ン お よ び オ ス テ

オ カ ル シ ン （GLa −OC 〕，骨 型 a ！ka！ine−phosphatase

（ALP ），procollagen 　I　carbDxy −terminai　propePtide

〔PIPC ），尿 r・1； deoxypyridino］ine （DPD ），　type 王

じo！lag臼n 　cros 狂 翫 1｝鉦ed 　N一じelopeptides （NTx ）を測

定 し，レ プ チ ン と こ れ らの 因子 の 相 昼関係 に つ い

て 検討 し た 。 ［成績］1＞i垣青レ ブ チ ン 値 と ，骨 型

ALP ，尿 lllNTx ／Cr，お よ び 尿 i
’
iFr　DPDICr は 相 関

を示 した （それぞれ r匹O．，112＊＊，1
’・＝一一〇，405…，r＝

− 0．342兮 。 2）而清 レ プ チ ン は，他 の 骨代謝 マ ー

カ
ー

で あ る GLa −OC お よ び P且
）G と は ，州 関 し な

か っ た 、， 3＞全身骨密度お よ び 腰椎 骨密度 は，1［iL清

レ プ チ ン と は 相関 しなか っ だ ， 4）体脂肪率は，．ML

清 レ プチ ン と有意に 相 関 した （r 罵0，719桴

）t．ぴ p

＜ 0．〔〕5，
＊ “

p 〈 0，0ユ）［結論］レプチ ン は，骨代謝マ
ー

カ ーで あ る 骨型 ALP ，尿 中 NTx ／Cr，お よび尿 中

DPD ／Cr と 有意 に 相関 が み ら れ た こ と よ り，骨代

謝 に閨与す る こ とで骨量 維持 に 寄 与 して い る可能

性 が あ る 。

（目的＞estrOgen （E ）はLDL の 粒 子数を減少 し、動

脈硬化に抑制的に作用する反面、LDL の size を小

型化 させ 、動脈硬化 に 促進 的 に 作用す る こ と も 明

らか に して きた。今回、E によ る LDL 小粒 予化の

機序を 明 ら か にする た め に 、特に、LDL 粒子si7Li

とLDL の 脂質構成 と の 関係に 注 目し、検討 した。

（方法）閉経後、卵 巣摘除婦人 を対象 とし、結合型

EO ．625mg ／日を 3ヶ 月間内服さ せ た c 治療前後に、

／）1．1）L粒
．f−size を電気泳動法 で 測定 した。2）総

cholesterol （TC ）、総triglyceride（TG ）、　 HDL −C

を測定 した。3）LDL 内 の free−C（FC ），　estery1 −C

（CE ＞，　TG ，リン 脂質（PL），　al）oB を測定 しID 覇旨

質 をapoB で除した値 を 、
　U ）L　l粒子当た りの脂質

濃度 とした。（成績）1）IDL 粒 子size は E 投 与後、

25，79±U3nm か ら24．9．　4±1．02nm へ 有意に減少

した。2）TC は治療後、有意 に 減少 し、　 TG とHDL

−Cは有意 に 上昇した。1」Dlsi究 とTG 間 に は有意 の

負の 相関を 認 め た（r＝−0．86）。3）治療後、LDL −

CE ／apoB は有意 に 低下 し、LDL 」 11G／apoB は有意

に 上 昇 し た。TG とLDI 厂 CE ／apoB 間 に は有意 の 負

の 相関を認め（r
＝：−0、63）、LD 工rTG ／apoB 間 とは

正 の相関を認めた（r− 0．69）。LDLsizeとLD 上厂 CE

／apoB 間に は 有意 の 正 の 相関 を 認 め（r＝O．63）、

LDL −TG ／apoB 間とは負 の 相関を認めた（r＝

−0．73）。（結論）LDLsizeとLDL の CE ／apoB 間には

lE の 、TGIapc ）B と の 間 に は負の 相 関 を 示 す こ とか

ら，CE 、　TG 濃度が LDI £ izeを 規定する
一

因で あ る

こ とが 示さ れた 。 乂、TG とLDL の CE ／apoB 間 に

は負 の 、TG ／apoB との 間 に は 正 の相関 を認 め た こ

とか ら、E がTG を増加 さ せ る こ とで 、1．DL 内の脂

質構成を変化させ、CE −−1）oOr 、　 TG −rich の fJ丶型

1」⊃L粒 rを 形成する こ とが明らかにな っ た。
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